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動画 “AASL Standards - Standards Structure” https://www.youtube.com/ watch?v = 
LwuJgX9wxgA&feature=youtu.be の一部を視聴。） 




Library Standards for Learners, 
School Librarians, and School 
Libraries”）が 2017 年 11 月に公開
され、2018年に刊行されました。今
まで三つに分かれていた、『21 世紀の
学習者基準』（“AASL Standards for 
the 21st-Century Learner”）、『21 世
紀を生きる学習者のための活動基準』
（“Standards for the 21st Century 
Learner in Action”）、『学校図書館メ
ディアプログラムのためのガイドラ
イ ン 』（ “Empowering Learners: 
















『Journal of I-LISS Japan』2(2), 2020.3, p.12-22.
中村百合⼦「⽶国学校図書館員協会による新学校図書館基準<⽂献紹介>」




“National School Library Standards for Learners, 
School Librarians, and School Libraries” 
を発表（刊⾏は2018年）
• “AASL Standards for the 21st-Century Learner”、












































  １．学校図書館は、学習コミュニティにおいて独自で不可欠な存在です。 
  ２．資格をもったスクール・ライブラリアンが先に立って、機能的な学校図書館を実現
します。 
  ３．学習者は、大学進学、キャリア、人生への準備をする必要があります。 
  ４．読むことは、個人的な能力と学力の中核をなしています。 
今回の基準は…（２）
• 新基準、

















































































































































































































































































• 第１部：INTRODUCTION AND OVERVIEW
導⼊と概要
• 第２部：STANDARDS INTEGRATED FRAMEWORKS
基準統合フレームワーク（探究、包摂、協働、キュレート、探索、関与）
• 第３部：ASSESSMENT AND EVALUATION
達成、成⻑を評価するための細やかなアプローチ
• 第４部：SCENARIOS FOR PROFESSIONAL LEARNING
現実にありえる状況を描いた事例
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ワークを中心とした分析」『図書館界』72(2), 2020.7, p. 89-95. 
 中島幸子、坂下直子、大城善盛「AASL「新学校図書館基準」の概要と意義」『Journal of I-LISS Japan』
2(2), 2020.3, p. 12-22. 
 中村百合子「米国学校図書館員協会による新学校図書館基準<文献紹介>」『カレントアウェアネス
-E』No. 3 43, 2018.3.8. 
3) スライドで紹介した論考以外に、柳勝文による連載「教育時評266 新しいアメリカの学校図書館
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複雑化している。 
・情報が拡大し続けていることにより，個々人が自分自身の力で学習するための思考能力を身に
つけることが求められている。 
・学習には社会的コンテクストが存在する。 
・学校図書館は学習スキルの発達にとって，必須のものである。 
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